
































制度の現状と課題Б法セ 772 号（2019）43 頁）。
(494)
83Ё4Ё18




















(3) 厚生労働省第 2回成年後見制度利用促進専門家会議・資料 3。
なお，平成 30 年の統計によると，成年後見の認容数（36,298 件）のうち，
親族が後見人になったのは 23.2％（うち 52.0％が子）である（最高裁判所事
務総局家庭局А成年後見関係事件の概況Ё平成 30 年 1 月～12 月Б資料 10）。
親族が後見人となる割合は，諸外国に比べて低くなっている（フランスについ
ては，後掲 2.2. 参照）。
(4) Aillaud, Droit des personnes et de la famille, 9
л



























に対して行われ（民法典 440 条 1 項），被保佐人は，所定の行為について保佐
人の援助（同意や助言・監督）を受ける。
(8) 一時的な法的保護又は特定の行為の遂行について代理を必要としている者に対
して行われ（民法典 433 条 1 項），被保護者の財産管理には，委任又は事務管
理の規定が適用される（同 436 条）。本人の行為能力は当然には制限されない









に陥るおそれがある者Б（民法典旧 488 条 3 項）も保佐を利用することができ
たが（同 508┡1 条），2007 年法は，精神的能力，身体的能力の減退を理由と
してА自己の利益を単独で判断することができない者Б（民法典 425 条）に，
司法上の保護の利用者を制限しようとした(11)。














ランスにおける成年者保護制度の改正Б総合法政 9巻 2号（2008）169 頁，小
林和子А立法紹介Б日仏法学 25 号（2009）229 頁，清水恵介Аフランス新成
年後見法Б日本法学 57 巻 2 号（2009）491 頁，山城・前掲注 6）5頁等。本稿
は条文の訳も含め，これらの先行文献に大きく依っている。






置（同 440 条 3 項）が，後見である。期間は原則として 5年を超えないもの
とされているが，判断能力に回復の見込みがないときには，10 年を超えな
い期間で更新が可能である（同 441 条)(12)。
　後見においては，後見人に包括的な代理権が授与される（民法典 473 条 1
項）。後見人は，単独で，被後見人の財産管理に必要な保存行為・管理行為
を行うことができる（同 504 条 1 項）。処分行為には，家族会又は後見裁判官








する者，司法上の保護措置を自ら実施する者である（民法典 430 条 1 項)(15)。
また，検察官が申立てを行うことも可能である（同 430 条 2 項）。
　後見人は，①事前に指名がある場合は，指名を尊重し，その者が後見人に
なる（民法典 448 条 1 項）。指名された者が優先され，必ずしも家族が優先的
(12) 医師による証明があれば，20 年を超えない限度で更新することができる（民
法典 442 条 2 項）。もっとも，裁判実務においては，医学的証明という点が軽














ことができない場合を除き，後見人となる（同 449 条 1 項）。次いで，③親
族，姻族，保護される成年者と密接な安定した関係を有している者（同 449
条 2 項，3項），最後に，④県知事が作成するリストに登録されている司法上
















(16) 詳細は，山城・前掲注 6）21 頁以下。
(17) Belmokhtar, Tuteurs et curateurs des majeurs : des mandataires aux pro-
fils diff
л















法（4）Б法と政治 62 巻 3 号（2011）1384 頁以下。条文訳は基本的に田中論文
に依る。
(19) 竹中智香А裁判上の授権と裁判による代理と事務管理Б駒澤法学 1巻 3号
（2002 年）21 頁
(20) 竹中智香А夫婦間の合意による委任（フランス民法 218 条）Б法学論集 62 号
（2001 年）141 頁。
(21) また，家族の利益を保護するために，一方配偶者の権限を制限する制度もある
（民法典 220┡1 条～220┡3 条，竹中智香А家族の利益を保護する緊急措置（フ
ランス民法 220┡1 条～220┡3 条（上)・(中））Б駒沢法学 6巻 3号（2007）29














た動産の処分行為（民法典 215 条 3 項より処分に他方配偶者の同意が必要であ





egimes matrimoniaux, t.1, 3
л













（民法典 1426 条 1 項)(23)。また，配偶者Aが，長期間その意思を表明するこ
とができない場合又は家族の利益を害するような場合，他方配偶者Bは，A
の固有財産の管理権・収益権をはく奪することを要求することができる（同
1429 条 1 項)(24)。
　近時利用が増加しているとされる別産制においても，配偶者Aが，自ら
の固有財産の管理権を，相手方Bに明示又は黙示に委ねることが認められ









　なお，民法典 217 条・219 条及び 1426 条の原型は，1942 年に導入され
(23) 稲本・前掲注 9）292 頁。
(24) 稲本・前掲注 9）296 頁。
(25) Dauriac, Droit des r
л
egimes matrimoniaux et du PACS, 5
л
ed, LGDJ, 2017,
n.140, p.90, Malaurie et Ayn
ω
es, supra note 22, n.114, p.86.
























(27) 詳細は，稲本・前掲注 9）25 頁以下。




(29) Malaurie et Ayn
ω







である。第二に，民法典 428 条 1 項がА司法上の保護は，必要な場合にの
み，かつ当事者により締結された将来保護委任，代理の一般原則，夫婦の権
利及び義務に関する一般原則，夫婦財産制の規定，特に民法典 217 条，219










められたこともある(Cass. civ▆, 18 f
л
ev. 1981, Bull. civ. 1, no 60)。
(31) Dauriac, supra note 25, n.145, p.91, Malaurie et Ayn
ω
es, supra note 22, n.
116, p.87, Karm, R
л





（Malaurie, supra note 12, n.747, p.355）。
(33) 後見等に比べて，家族会（や後見裁判官）の監督がなく，柔軟に保護が行える






















2 月 16 日の法律（loi no 2015┡177 du 16 f
л










(36) Projet de loi, S
л
enat, no175, Session ordinaire de 2013┡2014, pp.28 et s.
(37) 家族権限付与を利用すれば，後見の利用を 15～20％程度削減できると予測さ




















とが可能であるとされる（民法典 494┡6 条 5 項）。なお，代理人は無償で権限




偶者（民法典 494┡1 条 1 項）とされたが(39)，当初はこれとは異なる案であっ


















ことが必要であるとされている（民法典 494┡4 条 2 項）。裁判官は，当事者の
財産及び人格的利益に合致するように，権限を付与される者・権限の範囲に
ついて決定を下す（同 494┡5 条 1 項）。
　家族に権限を付与する対象は，被保護者の状況に応じてアレンジ可能であ
る。財産管理に関して，特定の行為に限定して行う場合（民法典 494┡6 条 1
項）と，被保護者である本人に関するすべての行為を対象とする場合（同
494┡6 条 3 項）がある。後者の場合には，後見にかなり類似する。なお，本人
(40) Proposition no24, Rapport du groupe de travail sur les tribunaux l'instance.


















処分行為を自由に行うことができる（同 494┡6 条 1 項，3項）。このような後見
裁判官の監督の後退から，家族権限付与が本人の保護になるのかは疑わしい
との指摘もある(43)。ただし，被保護者の財産を無償で処分する行為は，後








正(46)により，これは認められることになった（同 494┡3 条 3 項）。
(43) Aillaud, supra note 4, n.279, p.164.
(44) Aillaud, supra note 4, n.270, p.160.
(45) Cass, civ, 20 d
л
ec. 2017, no16┡27507.





















































(47) 2019 年にフランスにおいては更なる脱裁判化の法律が成立し（loi no 2019┡222








ees par la loi du 23 mars 2019, JCP 2019. 777.
家族による財産管理
(509)
(法学 2019) 83Ё4Ё33
